
美
　
馬
　
陽
之
介 

君

美
馬　
　

優
さ
ん（
上
標
津
）

サ
ッ
カ
ー
選
手

二
　
瓶
　
遼
　
大 

君

二
瓶
裕
貴
さ
ん（
西
計
根
別
）

ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
手

影
　
山
　
航
　
大 

君

影
山
健
一
さ
ん（
南
養
老
牛
）

プ
ロ
野
球
選
手

小
　
西
　
亜
莉
沙 

ち
ゃ
ん

小
西　

恵
美
さ
ん（
共
進
）

飛
行
機
の
お
姉
さ
ん

美
　
馬
　
強
　
希 

君

美
馬　

英
二
さ
ん（
上
標
津
）

ゴ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ

本
　
田
　
優
　
里 

ち
ゃ
ん

本
田　

敏
明
さ
ん（
西
計
根
別
）

ク
レ
ー
プ
屋
さ
ん

苅
　
田
　
悠
　
生 

君

苅
田　

憲
幸
さ
ん（
共
進
）

動
物
園
の
人

中
　
村
　
花
　
寧 

ち
ゃ
ん

中
村　

正
博
さ
ん（
旭
新
養
老
牛
）

薬
剤
師

桜
　
井
　
夏
　
唯 

君

桜
井
拓
矢
さ
ん

ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
手

唐
　
崎
　
楽
　
和 

君

唐
崎
幸
道
さ
ん（
東
西
竹
）

サ
ッ
カ
ー
選
手

ピカピカの１年生（組合員・職員の同居家族）
大きくなったら

何になりたいですか？

上春別
小学校

西 竹
小学校

計根別
小学校
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四
月
二
日
、
第
二
十
五
回
計
根
別
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
総

会
が
開
催
さ
れ
、
八
名
の
会
員
と
八
名
の
父
兄
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
佐
藤
参
事
、
中
標
津
町
役
場
の
西
村
経
済
部
長
、
普
及
セ
ン

タ
ー
北
根
室
市
所
の
中
塚
氏
、
根
室
生
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
大
石
氏
、

中
標
津
農
業
高
校
の
久
井
野
先
生
、
乳
牛
改
良
連
合
会
の
漆
原
会
長
、
青
年

部
の
久
保
副
部
長
、
女
性
部
の
長
谷
川
部
長
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
佐
藤

参
事
と
西
村
経
済
部
長
か
ら
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
事
業
報
告
を
子
供
達
で
分
担
し
て
行
い
、
大
勢
の
前

で
発
言
を
行
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
五
年
度
の
計
画
と
し
て
は
、
そ
ば
打
ち
体
験
学
習
、
か
ぼ
ち

ゃ
＆
ス
ウ
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
植
え
と
収
穫
、
加
工
、
試
食
ま
で
行
な
い
ま
す
。

更
に
、
近
隣
農
協
の
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
交
流
を
深
め
る
根
釧
合
同
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
、
全
道
共
進
会
の
会
場
で
行
わ
れ
る
酪
農
教
室
の
参
加
、
親
子
交
流
親

睦
会
な
ど
、
盛
ん
に
活
動
を
行
な
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
昨
年
度
の
活
動
は

金
融
窓
口
に
パ
ネ
ル
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。
尚
、
新

し
い
仲
間
も
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
酪
農
課　

中
條
・

片
岡
ま
で
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
酪
農
課　

中
條
》

みんなでパネル作成

第25回

計根別ジュニアホルスタインクラブ通常総会

来
賓
代
表　

中
標
津
町
役
場

西
村
経
済
部
長
と
佐
藤
参
事

完成したパネルの前で記念撮影

運
営
委
員
長

佐
藤
広
光
さ
ん
の
挨
拶

新会長　田中祥太　新副会長　松本洸太

議長　井野　忍
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平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
六
日
（
火
）
中
標
津
町
の
根
室
農
業
会
館

に
て
「
第
五
十
七
回
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
協
議
会
通
常
総
会
」
並
び
に

「
幹
部
・
部
員
研
修
会
」
が
行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
新
旧
三
役
八
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

地
区
女
性
協
も
新
役
員
と
な
り
、
右
か
ら
Ｊ
Ａ
中
春
別
の
畠
山
友
子

さ
ん
（
会
長
）、
Ｊ
Ａ
中
標
津
の
小
出
公
子
さ
ん
（
副
会
長
）、
Ｊ
Ａ
標

津
の
熊
谷
幸
子
さ
ん（
副
会
長
）、Ｊ
Ａ
計
根
別
の
長
谷
川
希
美
さ
ん（
監

事
）、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
西
春
別
の
大
内
洋
子
さ
ん
（
監
事
）
で
す
。

　

二
年
間
、
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
協
議
会
の
副
部
長
と
し
て
、
ま
た
、

当
Ｊ
Ａ
の
部
長
を
務
め
た
渡
辺
広
美
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

《
事
務
局　

沼
倉
亜
季
係
》

第57回
ＪＡ根室地区女性協議会 通常総会

計根別農協家族協定調印式＝～
後
継
者
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
!!
～

　

計
根
別
農
協
で
は
、
経
営
移
譲
に
伴
い
農
業
経
営
に
必
要
な
資

産
の
分
割
等
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
お
互
い
に
責
任
を
持
っ
て
経

営
に
参
画
し
、
近
代
的
な
農
業
経
営
の
確
立
と
健
康
で
明
る
い
家

庭
環
境
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
家
族
協
定
の
調
印
式
を
四
月

十
八
日
農
協
会
議
室
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
伊
藤
利
文
さ
ん
（
西
計
根
別
）、

河
本
慎
太
郎
さ
ん
（
共
進
）
苅
田
憲
幸
さ
ん
（
共
進
）
の
三
組
が

西
塚
組
合
長
を
は
じ
め
地
区
の
農
業
委
員
で
あ
る
氏
家
康
夫
さ
ん
、

加
藤
和
広
さ
ん
の
両
委
員
の
立
会
の
も
と
調
印
致
し
ま
し
た
。

協
定
を
結
ん
だ
三
家
族
と
立
会
人

協
定
書
に
押
印
す
る

苅
田
さ
ん
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年部　　　版
平成25年度スローガン『Exciting Innovation ～行動から創造へ～』!

年間活動テーマ『私たちの手で 私たちの未来を』!!

北海道農協青年部連絡協議会 第62回 定期総会
　

平
成
二
十
五
年
四

月
三
日
（
水
）
に

Ｊ
Ａ
道
青
協
の
第

六
十
二
回
定
期
総
会

が
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
（
札
幌
市
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
三
〇
〇

人
を
超
え
る
全
道
各

地
の
盟
友
が
集
ま
り
、

多
く
の
意
見
や
要
望

が
挙
げ
ら
れ
、
全
議

案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
五
年
度
よ
り
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

『Exciting Innovation
～
行
動
か
ら
創
造
へ

～
』、
年
間
活
動
テ
ー
マ
を
『
私
た
ち
の
手
で
私

た
ち
の
未
来
を
』
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
熱
い
青

年
部
活
動
が
展
開
さ
れ
る
実
感
を
致
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
こ
の
度
新
役
員
と
な

っ
た
皆
様
に
は
前
役
員
の
皆
様
に
続
き
、
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
部
長　

久
保　

拡
伸
〉

平
成
二
十
五
年
度
新
役
員

　

会　

長　

黒
田　

栄
継（
十
勝・Ｊ
Ａ
め
む
ろ
）

　

副
会
長　

加
藤　

寛
喜（
道
南・Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
）

　

副
会
長　

平
岡　

敏
幸（
オ
ホ
ー
ツ
ク・Ｊ
Ａ
び
ほ
ろ
）

　

副
会
長　

斎
藤　

和
弘（
釧
路・Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
）

　

監　

事　

佐
々
木
智
康（
空
知・Ｊ
Ａ
た
き
か
わ
）

　

監　

事　

西
田　
　

尚（
根
室・Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
）

新
三
役
の
面
々
で
す

一
番
右
が
我
ら
の

『
に
し
ち
ゃ
ん
』
こ
と

西
田
会
長
で
す

第62回 通常総会開催！
　

平
成
二
十
五
年
四

月
十
一
日
（
木
）
に

計
根
別
青
年
部 

第

六
十
二
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
中

村
部
長
よ
り
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
い
う
姿
の
見
え

な
い
脅
威
が
迫
っ
て

い
る
が
、
個
人
の
利

益
ば
か
り
で
な
く
部
員
全
員
で
連
携
し
、
地
域

を
盛
り
上
げ
て
乗
り
越
え
て
き
た
い
。」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
に
は
多
く
の
来

賓
の
方
々
が
ご
臨
席
下
さ
り
、
西
塚
組
合
長
よ

り
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
農
業
団
体
で
連
携
し
、
反
対

の
姿
勢
を
取
っ
て
い
く
。
地
域
が
衰
退
し
な
い

様
、
部
員
の
皆
さ
ん
に
は
地
域
を
盛
り
上
げ
る

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
ご
挨
拶

を
頂
き
、
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協　

西
田
会
長
か

ら
は
「
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協
の
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
た
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
反
対
の
姿
勢
で
計
根
別
含
め
根
室
管
内
の

青
年
部
で
連
携
を
取
っ
て
い
き
た
い
。」
と
ご

挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
大
成

支
部
の
斉
藤
浩
平

さ
ん
が
選
出
さ
れ
、

ス
ム
ー
ズ
に
議
事

を
進
行
し
、
全
議

案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
役
員
改

選
も
行
わ
れ
、
中

村
部
長
よ
り
久
保

新
部
長
へ
と
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。

　

新
任
の
挨
拶
で

久
保
新
部
長
は

「
活
動
は
楽
し
く
、

部
員
と
分
か
ち
合

え
る
こ
と
を
や
っ

て
い
き
た
い
。
こ

の
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
な
ら
、
不
安

よ
り
期
待
の
方
が

大
き
い
。
二
年
間
、

役
員
で
協
力
し
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。」
と

決
意
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

閉
会
に
当
た
っ
て
は
中
村
部
長
よ
り
「
平
成

二
十
三
年
度
に
は
全
国
の
舞
台
を
経
験
さ
せ

て
も
ら
う
等
、
人
と
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
、
多

く
の
人
に
支
え
ら
れ
こ
こ
ま
で
や
り
ぬ
く
こ

と
が
出
来
た
。
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
新
体
制

と
な
る
が
、
更
な
る
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
退
任
挨
拶
も
含
め
て
挨
拶
い
た
だ
き
、
閉
会

と
致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
新
体
制
で

も
皆
様
の
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
三
役

　

部　

長　

久
保　

拡
伸

　

副
部
長　

鹿
野　

亮
平

　

副
部
長　

唐
崎　

幸
道

　

監　

事　

遠
藤　

慎
也

　

監　

事　

株
田　

悠
介

乳
質
改
善
共
励
会

　

体
細
胞
の
部　

第
一
位　

上
標
津
支
部

　

生
菌
の
部　

第
一
位　

上
標
津
支
部

多くの部員が出席…
やる気が爆

は

ぜってます。 開
会
と
閉
会
の
挨
拶
を

さ
れ
た
中
村
部
長

「
青
年
の
滾た

ぎ

る
情
熱
を

青
年
部
活
動
に
ぶ
つ
け
て

い
た
だ
き
た
い
。」

議長を務めていただいた
斉藤浩平さん（大成支部）
素晴らしい進行でスムーズに

議事が進みました
新三役の面々です

これからの活躍に期待です
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計根別和牛生産振興会

白黒通信

　

大
成
酪
農
同
志
会
は
、三
月
七
日
に
講
習
会
と
し
て『
育

成
牛
飼
養
管
理
に
つ
い
て
～
哺
育
管
理
を
中
心
に
～
』
を

題
目
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
は
新
し
く
会
員
も
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、

育
成
の
基
礎
と
な
る
哺
育
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。
講
習

内
容
は
普
段
の
作
業
で
疎
か
に
な
り
が
ち
な
事
を
例
題
に

出
し
、
写
真
を
使
い
な
が
ら
分
か
り
易
く
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
習
後
に
は
、
育
成
に
与
え
る
エ
サ
の
水

分
含
量
や
、
乾
乳
牛
へ
の

ワ
ク
チ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

多
く
の
質
問
が
出
て
、
普

段
の
哺
育
管
理
を
見
直
す

有
意
義
な
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
《
酪
農
課　

田
村
係
》

大成酪農同志会 飼養講習会 ３月７日㈭

養老牛乳牛改良同志会視察研修
　

三
月
十
四
日
に
養
老
牛
乳
牛
改
良

同
志
会
の
視
察
研
修
を
、
に
ん
総
合

動
物
病
院
の
任
獣
医
立
会
い
の
も
と
、

標
津
町
の
大
西
輝
男
牧
場
・
上
田
勇

逸
牧
場
で
行
な
い
ま
し
た
。

　

大
西
牧
場
で
は
地
域
の
酪
農
家
同

志
で
組
織
し
た
コ
ン
ト
ラ
に
任
獣
医

が
相
談
役
と
し
て
加
わ
り
、
牧
草
の

収
穫
時
期
や
鎮
圧
方
法
を
見
直
し
た

こ
と
で
良
質
な
粗
飼
料
の
確
保
で
き
、

給
与
飼
料
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
た
結
果
、
疾
病
の
減
少
、
牛

群
乳
量
の
安
定
、
繁
殖
成
績
の
向
上

に
成
功
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
搾
れ
る
後
継
牛
確
保
の
た

め
、
哺
乳
お
よ
び
育
成
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
初
乳
は
三
産
以
上
の
良
質
な
も
の

を
製
氷
機
に
て
凍
結
し
、
給
与
す
る
と
き
は
人
工
乳
に
一
、二
粒
加
え
て
給
与
す

る
等
の
工
夫
を
し
、
効
率
的
に
管
理
し
て
い
ま
し
た
。

　

上
田
牧
場
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
牛
舎
で
管
理
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
任
獣
医
と

良
質
粗
飼
料
の
確
保
、
自
動
餌
押
機
の
導
入
な
ど
の
改
善
を
し
た
こ
と
で
、
乳
房

炎
牛
の
減
少
、
平
均
産
次
数
の
向
上
に
成
功
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
件
と
も
現
状
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
常
に
改
善
点
を
見
つ
け
前
向

き
に
挑
戦
し
た
結
果
が
で
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
良
い
事
例
を
視
察

さ
せ
て
頂
い
た
の
で
、
自
分
た
ち
の

仕
事
に
ど
う
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。《

事
務
局　

中
條
匡
晃
》

熱心に説明を聞く会員

任獣医師

講師：志鎌広勝係長
（根室農業改良普及センター
北根室支所） 大

成
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
て
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東
部
地
区
同
志
会
は
四
葉
青
年
会
館
に
て
育
成
管
理
講
習

会
を
開
催
し
、
多
く
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
回
は
哺
育
管
理
に
つ
い
て
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
は
育

成
管
理
に
焦
点
を
当
て
、
講
師
に
は
販
売
部
酪
農
課　

片
岡

美
幸
係
を
招
い
て
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
各
個
人
の
育
成
の

授
精
成
績
を
基
に
、
育
成

の
飼
料
設
計
を
温
度
や
粗

飼
料
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に

お
い
て
説
明
し
て
頂
き
ま

し
た
。
加
え
て
、
計
根
別

農
協
内
で
撮
っ
た
写
真
を

用
い
て
、
優
良
な
事
例
を

紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
を
通
じ
て
、
会

員
の
育
成
管
理
を
見
直
す

機
会
が
で
き
、
技
術
向
上

に
繋
が
っ
た
と
思
う
良
い

企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
《
酪
農
課　

小
林
係
》

東部地区同志会 育成管理講習会 ３月26日

講師　酪農課　片岡　美幸

講習会

講
習
会

計
根
別
農
協
和
牛
生
産
振
興
会

３
月
22
日
㈮

　

中
標
津
町
の
根
室
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
に
て
、
女
性
や
初
心
者
を
対
象
と
し
た

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
普
段
食
べ
て
い
る
お
肉
を
題
材
に
根
室
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー　

北
根

室
支
所
の
廣
瀬
純
子
さ
ん
に
お
願
い
し
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
最
初
に
牛
肉
生
産
、
と
畜
・
格
付
け
お
よ
び
流
通
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
し

て
頂
き
、
そ
の
中
で
特
に
格
付
け
方
法
つ
い
て
は
丁
寧
に
部
位
名
、
歩
留
り
等
級
、
肉

質
等
級
、
脂
肪
交
雑
基
準
（
Ｂ
Ｍ

Ｓ
）、
牛
肉
色
基
準
（
Ｂ
Ｃ
Ｓ
）、

牛
脂
肪
基
準（
Ｂ
Ｆ
Ｓ
）、瑕
疵（
カ

シ
）
の
種
類
を
写
真
な
ど
用
い
て

紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。
厳
正
な

審
査
を
受
け
て
私
た
ち
消
費
者
の

も
と
に
届
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
次
に
、
海
外
で
の
取

り
組
み
や
消
費
状
況
な
ど
を
報
告

し
て
頂
き
、
日
本
の
牛
肉
は
海
外

と
比
べ
て
と
て
も
安
全
で
品
質
が

良
い
も
の
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま

し
た
。

　

講
習
を
通
じ
て
、
格
付
け
の
行

い
方
や
海
外
で
の
取
り
組
み
な
ど

食
肉
に
関
し
て
の
知
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
《
酪
農
課　

小
林
係
》

普及センターにて
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ストップ  ザ  TPP！
　１．「守り」が殆どなのに交渉のまな板に載せて「国益＝利」が望めるのか！
　・「攻め」が極一部なのに、「聖域」としてきた重要 5品目（８４０細品目）を守れるわけがない。 
　　加えて、ルールは既にできており、安倍首相が言う「ルールをつくる側」にはなり得ない。  

　２．85％ある内需の供給量・額は保てるのか！　なぜ重要視しないのか！
　①　各国の内需率（ＧＤＰ比＝国内総生産比）
　　　米国 86％、日本 85％、豪州 79％、ギリシャ 75％、フランス 73％、イタリア 71％、カナダ 69％
　　　中国 69％、ドイツ 50％、韓国 44％　となっている。
　　１ ．に示した通り攻めが殆どなく、守りを崩されて（内需を輸入に置き換えられて＝産業構造が破壊

されて）、果たして“国益”に叶うのか。
　②　日本企業の実態
　　　民間企業の 99.7％が中小企業、雇用は 7割を担っている。
　　　輸出関連で奏功するのは一部で、物流も含めて多くの中小企業は打撃を受ける事必至
　③　全て利害がともなう（互恵は飾り文句、基本的に経済侵略戦争）
　　・アメリカ国内とて乳製品の輸入は no、輸出は ok
　　・ オバマ大統領は日本が交渉参加を示唆後（１年半前）ＴＰＰにより“300 万人の雇用創出”としたが、

その殆どは、日本の失業者増と捉えるべきである。

　３．国民皆保険制度が崩壊する危機！
　　・ 日本は原則的に営利企業の病院経営を認めておらず、且つ国民の全てが何らかの公的医療保険に加

入することで一定の自己負担で診療を受けられることとなっているが、米国の市場解放圧力により、
安全性が脅かされたり自由診療（保健外）等による競争激化で皆保険制度が崩され受診の平等性が
失われる。

       
　４．その他非関税障壁も脅威！
　①　食品の安全基準、衛生基準の緩和
　　　他国より厳しい基準の場合、輸出側が不利とならないよう譲歩が迫られる。
　　　その他、食品添加物、遺伝子組み換え作物表示等制約を受ける危険性大
　②　公共事業発注等の政府調達、投資紛争、労働・環境基準等も脅威
　③　米国より郵政や共済、保険分野での市場開放圧力必至、内政干渉的圧力も多々発生

　５．日本国民の食料安全保障として農業を守るのは当然！
　　・ ＧＤＰ（国内総生産）比　1.5％の農業を守るのはおかしい…という議論があるが同比 1.1％の米国

も 0.9％のドイツも産業として（或いは戦略物資として）強化し守っている。
　　・ 日本農業の守り方の財源としても、現在は関税収入が活用されているが、関税撤廃となると莫大な

持出が想定され、果たして守り切れるのか。
　　・輸入に置き換わる品目以外の、品目偏在型国内産地間競争激化への対応必至。

　６．計根別地域の影響値（単純比較）	

　以上のことから地域コミュニティが崩壊します。

＝＝＝ＴＰＰ参加断固阻止にむけて大きなうねりをつくりましょう＝＝＝
＊＊＊計根別農協としては、最後まで「TPP参加断固阻止」に向けて運動を展開します＊＊＊

北海道 単位：戸、億円 計根別 （影響率単純比例）
項　　目 現　状 参加後 影響値 影響率 現状 参加後 影響値

生 産 者 戸 数 44,000 21,000 23,000 52% 156 82 74
乳製品生産額 2,611 1,436 1,175 45% 70 56 14 ※
生産資材物流 − − − − 40 32 8 ※

※加工率 45％×影響率 45％で試算
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総　　会

理 事 会

西塚　秀夫

佐藤　良文

監 事 会

部長　中瀬　　満 部長　佐々木照弘

係
長
課
長
兼
務　

係　

羽
田　

依
世

   係
長
課
長
兼
務　

係　

成
戸　

道
典
・
斎
藤　

有
利

   係
長
課
長
兼
務　

係　

深
瀬　
　

望

係
長
部
長
兼
務　

主
任　

沼
倉　

由
希　
係　

倉
田　

瑠
美
・
福
本　

留
未

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
お
り
絵
・
須
貝　

侑
平

係　
　
　
　

長　

川
目　
　

聡　

 

係　

吉
川　
　

茜
・
石
神
亜
希
子
・
片
岡　

尚
子

係
長
課
長
兼
務　

係　

渡
辺　

礼
南

係
長
課
長
兼
務　

係　

吉
田　

和
弘

   係
長
課
長
兼
務　

係　

石
川　

将
貴

係
長
課
長
兼
務

   係
長
課
長
兼
務　

係　

沼
倉　

亜
季

係
長
課
長
兼
務　

係　

筒
井　

悌
紀
・
大
槻　

勝
一
・
坂
元
み
ち
る 

   係
長
セ
ン
タ
ー
長
兼
務　

係　

須
藤　
　

功
・
喜
来　
　

実

係
長
主
幹
兼
務　

係　

白
幡　

明
大

係　
　
　
　

長　

萱
岡　
　

智　

係　

佐
々
木　

完
・
星
野　

洋
平
・
小
林　

央
知

　
　
　
　
　
　
　

森
脇　

拓
也
・
片
岡　

美
幸
・
佐
藤　

愛
里
・
中
條　

匡
晃

　
　
　
　
　
　
　

田
村　

慎
吾
・
木
村　

洋
介
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

堀
田　

秀
哉　

主
査　

田
渕　

弘
行　
係　

小
高　

亜
季
・
高
橋
久
美
子

   係　
　
　
　

長　

中
野　
　

庶　
係　

北
川　

未
来

   係　
　
　
　

長　

太
田　
　

孝　
係　

玉
置　

博
斗
（
臨
時
職
員
）

組織機構図及び
職員配置図
平成25年4月1日現在

組 合 長

企画会議

理事兼務参事

購 買 委 員 会
販 売 委 員 会
総務企画委員会

バルククーラー
管理運営委員会

監 査 室

営　農　部
信用事業担当理事
部長　谷川　好則

金融共済部
部長　須崎　　徹
販　売　部

部長　松岡　幸樹
購　買　部 総　務　部

JA計根別

機構改革

総
務
電
算
課

審　

査　

課

金　

融　

課

共　

済　

課

営
農
支
援
課

営
農
振
興
課

営
農
企
画
課

畜
産
販
売
課

生
産
セ
ン
タ
ー

生
乳
販
売
課

酪　

農　

課

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

資
材
生
活
課

燃
料
部
品
課

総　

務　

係

経
理
電
算
係

審　

査　

係

金　

融　

係

共　

済　

係

営
農
相
談
係

生
産
技
術
係

基
盤
整
備
係

生
産
企
画
係

組
織
広
報
係

畜
産
販
売
係

生
産
セ
ン
タ
ー
係

生
乳
販
売
係

酪　

農　

係

資　

材　

係

生　

活　

係

燃
料
部
品
係

男子職員　41名
女子職員　18名
合　計 　59名

※ 太字 は４月１日付昇格及び異動

課
長　

蛎
崎　

康
夫

課
長
総
務
電
算
課
長
兼
務

課
長
部
長
兼
務

課
長　

大
友　

賢
治

課
長　

金
野　

智
樹

課
長　

熊
谷　

昌
仙

課
長　

大
矢
根
裕
辞

課
長　

岩
本　

忠
敏

　
　

　
　

セ
ン
タ
ー
長
部
長
兼
務

課
長　

高
橋　

英
穂

主
幹　

藤
田　

恒
久

課
長　

深
見　
　

亮

セ
ン
タ
ー
長

　
　
　

川
目　
　

剛

課
長　

佐
藤　

厚
柱

主
幹　

中
島　

昇
（
嘱
託
職
員
）

主
任

沼
倉

由
希須貝

侑
平

係

長

堀
田

秀
哉

木
村

洋
介
（
試
用
職
員
）

太字

セ
ン
タ
ー
長
部
長
兼
務

中
島

昇
（
嘱
託
職
員
）

片
岡

尚
子

渡
辺

礼
南
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こ
の
度
、
計
根
別
農
協
で
お
世
話
に
な
る
事
に
な
り

ま
し
た
木
村
洋
介
で
す
。

　

私
は
、
長
崎
県
出
身
で
す
。
実
家
で
は
、
肉
用
牛
を

飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

兄
が
実
家
を
継
い
だ
事
を
き
っ
か
け
に
北
海
道
に
来

ま
し
た
。
来
た
頃
は
、
寒
さ
に
慣
れ
ず
大
変
な
思
い
を

し
ま
し
た
が
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
雄
大
な
自
然
と

人
の
優
し
さ
に
ふ
れ
北
海
道
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
計
根
別
農
協
に
来
る
前
は
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

会
社
の
フ
ァ
ム
・
エ
イ
で
働
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た
三
年
間
の
中
で

は
、
組
合
員
の
方
々
に
沢
山
の
事
を
学
び
、
と
て
も
充

実
し
た
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
は
、
人
工
授
精
師
と
し
て
働
く
事
に
な
り

ま
し
た
が
、
分
ら
な
い
事
ば
か
り
で
、
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
事
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

新採用職員紹介

販売部 酪農課酪農係

木　村　洋　介

お世話になりました
　
　
　
　
　
　
桜
　
井
　
昭
　
治

　

雪
解
け
も
す
す
み
、
よ
う
や
く
春
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
組
合

員
の
皆
様
に
は
、
ご
清
栄
で
お
過
ご
し

の
こ
と
と
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
三
月
三
十
一
日
付
け
を
も

っ
て
退
職
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し

た
。

　

永
い
間
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

さ
て
、
私
事
で
す
が
昭
和
五
十
一
年

八
月
よ
り
授
精
師
と
し
て
奉
職
以
来

三
十
六
年
間
の
長
き
に
渡
り
計
根
別
農

協
に
お
世
話
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、

　

こ
れ
も
一
重
に
組
合
員
並
び
に
役
職

員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
指
導
の
賜

物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
在
職
中
は
授
精
師
・
生
乳
販

売
課
・
畜
産
販
売
課
・
育
成
セ
ン
タ
ー

関
係
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
、
自
分
な
り

に
組
織
の
一
員
と
し
て
役
割
と
責
任
を

重
視
し
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
は
授
精
師
と
し
て
の
仕
事
が
、

二
十
六
年
間
と
長
か
っ
た
で
す
が
、
良

い
思
い
出
も
沢
山
あ
り
、地
区
共
進
会
・

総
合
共
進
会
・
管
内
共
進
会
・
全
道
共

進
会
な
ど
大
変
な
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

組
合
員
と
夜
遅
く
ま
で
話
し
、
酒
を
交

わ
し
楽
し
か
っ
た
事
、
そ
の
後
、
生
乳

販
売
課
・
畜
産
販
売
課
・
育
成
セ
ン
タ

ー
担
当
と
な
り
、
そ
の
中
で
酪
農
の
素

晴
ら
し
さ
や
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
学
び
、
そ
の
反
面
酪
農
の
厳
し

さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
今
ま
で
の
貴
重
な
教
訓

と
経
験
を
活
か
し
、
新
た
な
人
生
を
歩

ん
で
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

永
い
様
で
あ
っ
と
言
う
間
の
三
十
六

年
間
。

　

組
合
員
の
皆
様
、
上
司
・
同
僚
の
お

世
話
に
な
り
充
実
し
た
期
間
を
過
ご
さ

せ
て
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
今

後
益
々
の
ご
清
栄
と
ご
健
勝
を
お
祈
念

申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
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―― 農業者年金を受給されている皆さまへ ――

現況届は忘れずに提出を！
現況届は、年金を受給するために必要な毎年の手続きです。
●現況届の用紙が届くのはいつ？
　５月末日頃に直接受給権者ご本人あてに農業者年金基金から送付されます。

●現況届の提出はいつ？
　６月28日までに農業委員会に提出してください。

●現況届の提出を忘れたら？
　11月支給分から年金の支払いが差し止めになります。
　①経営移譲年金・特例付加年金を受給している方
　受給権者ご本人が、農地等を取得するなどして農業を再開していないこと（初めて現況届を提出される
方の場合は、農業所得の申告などの諸名義が経営移譲の相手方に変更していること）などをお確かめのう
え、現況届に署名・記入して６月28日までに農業委員会に提出し内容の確認を受けてください。

　②農業者老齢年金を受給している方
　受給権者ご本人が、現況届に署名・記入して６月28日までに農業委員会に提出してください。

＊ 上記①または②において、受給権者ご本人が署名・記入することが困難な場合は、代理人（親族等）が
署名・記入をしてください。

＊現況届は、農業委員会のほか、役場の各支所・連絡事務所へ提出して頂いても結構です。

今月の

退職された桜井さんと中島主幹の労をね
ぎらって『胴上げ』
「桜井さん長い間ご苦労様でした!! 」
「中島主幹今後も宜しくお願いします!! 」

4月1日 歓送迎会にて
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生 乳 販 売 情 報

市 場 情 報

平成24年度3月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,519,257 99.7 99,485,723 100.5 145
Ｊ Ａ 中 標 津 町 11,005,860 100.0 129,461,920 102.0 182
Ｊ Ａ 計 根 別 7,328,311 99.4 87,307,239 100.3 156
Ｊ Ａ 中 春 別 10,155,850 100.2 119,309,530 102.3 179

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 8,303,463 101.6 98,524,158 101.1 163
上 春 別 支 所 5,448,127 100.4 64,961,865 101.6 (-1) 82
別 海 本 所 14,247,459 102.0 170,280,427 102.6 270
根 室 支 所 4,043,880 99.2 49,690,141 101.0 93
小　　　　計 32,042,929 101.3 383,456,591 101.8 608

合　　　　　計 69,052,207 100.5 819,021,003 101.6 (-1)1,269

ホクレン根室家畜市場 一般市場　4月3日開催分　 税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

初生・ホル　オス 203 200 87,150 105 52,779 4,807
初生・ホル　フリーマチン 10 10 16,800 105 2,583 2,005
初生・ホル　メス 19 19 210,000 118,650 156,561 -20,951
初生・Ｆ１　オス 115 115 198,450 10,500 150,433 7,633
初生・Ｆ１　メス 84 84 153,300 30,450 98,800 736
初生・和牛　オス 17 17 387,450 136,500 271,209 -24,629
初生・和牛　メス 12 12 262,500 87,150 210,875 -7,600
乳牛・ホル　育成 41 39 392,700 154,350 287,296 43,771
乳牛・ホル　無育成 4 4 300,300 84,000 234,150 7,087
乳牛・ホル　初妊 19 19 513,450 357,000 418,342 28,506
乳牛・ホ無　初妊牛 2 2 465,150 457,800 461,475 183,225
乳牛・ホル　経産 144 143 518,700 51,450 277,589 11,064
乳牛・ホ無　経産 46 46 389,550 42,000 195,049 94,249
乳牛・ホル系経産
肉素・乳用交雑（Ｆ１）メス 8 8 220,500 136,500 182,831 17,981
肉素・乳用交雑（Ｆ１）オス 2 2 105,000 94,500 99,750 -40,950
肉素・ホル中トク　メス 1 1 34,650 34,650 34,650
肉素・ホル中トク　ヌキ 2 2 46,200 15,750 30,975
肉素・ホル中トク　オス 3 3 17,850 2,100 8,400 -30,450
肉素・ホル12ヶ月以上メス 9 9 156,450 79,800 121,217 -18,733
肉素・ホル12ヶ月以上オス 1
肉素・その他・ヌキ 1 1 420,000 420,000 420,000 273,000
廃 用・黒 毛 和 種
廃用・Ｆ１（交雑種） 2 2 229,950 187,950 208,950 -21,525
廃 用 ・ ホ ル 184 184 309,750 21,000 100,309 29,041
廃 用 ・ そ の 他 1 1 31,500 31,500 31,500 -16,200

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）　3月21日開催分  税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

乳牛・ホル　初妊 520 387 656,250 318,150 511,195 -1,900
乳牛・ホル初妊ET 28 24 705,600 525,000 630,000 -36,009
乳牛・ホ無　初妊 12 6 549,150 409,500 461,825 10,675
乳牛・ホ無初妊ET 1 1 323,400 323,400 323,400
優 雌 セ ー ル 1 1 421,050 421,050 425,050

合　　　　計 562 419 705,600 318,150 516,630 -4,032

計根別農協（ホクチクファーム）	初生トク　㌔単価　4月22日現在	1,200円

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　3月15日開催分　　　　　　税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 638 633 528,150 150,150 391,982 27,159
肉牛・黒毛　メス　ＥＴ 152 145 647,850 213,150 444,389 8,392
肉牛・黒毛　メス計 790 778 647,850 150,150 401,749 23,543
肉牛・黒毛　オス 3 3 389,550 328,650 365,050
肉牛・黒毛　去勢 729 719 672,000 132,300 492,000 19,866
肉牛・黒毛　去勢　ＥＴ 165 157 649,950 281,400 526,404 14,419
肉牛・黒毛　去勢計 894 876 672,000 132,300 498,166 17,349
繁 殖 ・ 黒 毛 86 84 802,200 213,150 344,525 64,941
廃 用 ・ 黒 毛 81 78 483,000 38,850 204,535 31,005

　　　　　4月１日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,515 23
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,155 − 37
そ の 他 の 未 経 産 24 0

計 7,694 − 14
経 産 牛 （ ホ ル ） 10,908 − 1
そ の 他 の 経 産 牛 23 2

計 10,931 1
合　　　　　　　計 18,625 − 13

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 610 23
黒 毛 和 種 　 オ ス 68 − 7

計 678 16
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 61 19
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 59 19

計 120 38
合　　　　　　　計 798 54
総　　　合　　　計 19,423 41

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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肢
蹄
の
悪
い
乳
牛
は
寝
起
き
や
歩

く
こ
と
が
満
足
に
出
来
ず
、
採
食
行

動
や
休
息
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
乳
牛
千
７
百
頭
を
調

査
し
た
結
果
、
肢
蹄
が
健
康
と
思
わ

れ
る
牛
は
53
％
し
か
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

生
乳
生
産
が
低
下
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
肢
蹄
を
よ
く
観
察
し
て
、

乳
牛
の
健
康
状
態
の
把
握
に
努
め
ま

し
ょ
う
（
写
真
１
）。

①
　
蹄
に
つ
い
て

　

蹄
冠
部
が
赤
く
腫
れ
る
と
（
写
真

２
）、
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
が

疑
わ
れ
ま
す
。

　

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
は
蹄
葉

炎
発
症
の
原
因
に
も
な
り
、
蹄
の
角

質
形
成
に
影
響
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
粗
飼
料
の
摂

取
量
が
不
足
し
て
い
た
り
、
穀
類
・

配
合
飼
料
の
多
給
、
選
び
食
い
、
固

め
食
い
に
よ
っ
て
反
芻
が
減
少
し
、

ル
ー
メ
ン
内
が
酸
性
に
傾
く
こ
と
に

よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
蹄
の
表
面
は
過
去
の
栄
養

状
態
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

表
面
全
体
が
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
状
態

（
写
真
３
）
で
あ
る
と
、
常
時
軽
い

ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
に
陥
っ
て

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
改
善
策
】

～
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
を
防
止

す
る

ア�　

粗
飼
料
の
給
与
量
、
採
食
量
を

確
認
す
る

　

粗
飼
料
の
水
分
の
変
動
に
応
じ
て

給
与
量
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
使
用
し
て
い
る
粗
飼
料
の

品
質
が
良
く
な
い
場
合
は
粗
飼
料
の

代
わ
り
に
消
化
性
の
高
い
繊
維
源

（
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
な
ど
）
を
増
給
し

ま
し
ょ
う
。

イ�　

配
合
飼
料
や
穀
類
（
圧
ペ
ン
と

う
も
ろ
こ
し
等
）
の
給
与
回
数
を

増
や
す

　

分
離
給
与
に
お
い
て
、
１
回
の
給

与
量
が
3.5
㎏
以
上
を
超
え
て
い
る
場

合
、
ル
ー
メ
ン
内
が
急
激
に
発
酵
し

pH
が
不
安
定
に
な
り
ま
す
。
給
与
回

数
を
増
や
し
、
3.0
㎏
以
下
に
し
て
給

与
し
ま
し
ょ
う
。

ウ�　

選
び
食
い
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
エ
サ
を
掃
き
寄

せ
る

　

時
間
が
経
過
す
る
と
と
も
に
、
長

め
の
繊
維
が
飛
ば
さ
れ
、
細
か
い
配

合
飼
料
や
穀
類
、
短
い
繊
維
ば
か
り

を
選
び
食
い
す
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

エ�　

乾
物
摂
取
量
を
高
め
る
た
め
に
、

新
鮮
な
水
を
常
に
飲
め
る
よ
う
に

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163
普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

肢蹄の飼養管理の再確認

す
る

　

水
は
ル
ー
メ
ン
内
の
急
激
な
発
酵

を
緩
和
し
pH
を
安
定
さ
せ
ま
す
。

②
　
飛
節
に
つ
い
て

　

飛
節
の
腫
れ
は
（
写
真
４
）、
施

設
や
栄
養
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

特
に
後
者
に
つ
い
て
は
エ
サ
の
タ
ン

パ
ク
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
溶
解
性
タ
ン
パ
ク
（
※
）

が
過
剰
に
な
っ
た
時
に
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

※
溶
解
性
タ
ン
パ
ク
…
ル
ー
メ
ン

の
中
で
急
速
に
ア
ン
モ
ニ
ア
ま
で
分

解
さ
れ
る
タ
ン
パ
ク
の
こ
と

 

【
改
善
策
】

ア�　

敷
料
を
増
や
し
た
り
牛
舎
改
造

を
行
い
牛
床
を
快
適
に
保
つ

イ�　

タ
ン
パ
ク
質
飼
料
（
大
豆
粕
な

ど
）
や
配
合
飼
料
の
給
与
量
や
給

与
回
数
を
見
直
す

ウ�　

粗
飼
料
の
水
分
が
高
い
（
80
％

以
上
）
ほ
ど
、
溶
解
性
タ
ン
パ
ク

が
高
い
傾
向
に
あ
る
の
で
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

写真１　健康な①蹄と②飛節

写真４　�溶解性タンパクが過剰で
両足の飛節が腫れている

写真２　蹄冠部が赤く腫れている写真３　蹄の表面全体がザラザラしている

①

②
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15

Ｃ

Ｂ A

Ｄ

Ｅ

Ｆ

1 2 3 4

5

6 7

8 9

10 11 12

13 14 15

16 17

【ヨコのカギ】
１　市では役所というけど町

や村はこういいます
３　春過ぎから北上してくる

この魚は削り節にしたり
します

５　サザンのボーカルは
○○○佳祐

６　これを果たさないと賃金
に響きます

７　浮世絵は木版で刷ったこ
れ

８　北国の冬、軒先にぶら下
がるのは？

10　各都道府県のトップは？
12　押したり散らしたり回転

させたりする代表的日本
料理

13　人混みでははぐれないよ
うに子供につけます

16　スギナの子
17　ショートケーキの上にの

っている果物の定番

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを
　さしあげます。なお、正解者多数の場合
　は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。
《締め切り》平成25年５月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」５月号誌上

クロスワードパズル

A B C

クロスワードパズル
住　所

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

氏　名

ＴＥＬ

答え

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

き
り
と
り
線

A B C D E Ｆ

【タテのカギ】

１　山で得る獲物

２　新撰組が活躍したのはこ

の時代です

３　笑いすぎるとここが痛い

４　昔話「鶴の○○○○○」

９　談志、小朝、正蔵といえ

ばこの古典芸能

11　外国映画を見るのには欠

かせません

12　鍋には欠かせない徳島名

産の柚子の仲間

14　何事を成し遂げるために

もこれが薄弱ではだめで

す

15　ここを衝かれて試合に負

けました

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
３月号の答え コイントス

加部　絢子さん　吉田　和弘さん　工藤　信也さん
武田　州司さん　田中　貞子さん

（難しくてごめんなさい）
あ
と
が
き

　

四
月
に
入
り
雪
解
け
が
進
み
、
牧
草
地
の
雪
も
消
え
春
の
匂
い
が
感
じ
ら
れ

る
頃
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
に
つ
い
て
は
四
月
中
旬
に
雪
が
降
り
、
山
々
を

見
る
と
ま
だ
春
は
遠
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
二
十
五
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
配
合
飼
料
や
生
産
資

材
の
価
格
上
昇
が
酪
農
経
営
を
圧
迫
し
、
先
月
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
参
加
表
明
を

強
行
し
た
こ
と
に
よ
り
我
々
酪
農
家
は
大
海
原
に
漂
う
小
舟
の
よ
う
に
、
逆
風

と
い
う
波
に
左
右
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
進
行
方
向
を
見
失
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
根
室
管
内
に
お
い
て
も
休
農
者
が
相
次
ぎ
、
今
後
に
つ
い
て
も
先
行

き
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
「
今
何
が

で
き
る
か
」、「
何
を
す
べ
き
か
」
を
み
ん
な
で
再
確
認
致
し
ま
し
ょ
う
。



編集／計根別農業協同組合  営農部  営農企画課
発行日／平成25年４月26日

農業協同組合功労者表彰で
佐藤参事が受賞平成24年度

　佐藤参事は営農生産基盤を成す乳牛改良事業をはじめ、販売事業、購買事業、営農生
産事業、信用事業等広い範囲で精力的に取り組み、地域の組合員の要望に応え着実に事
業伸長が図られました。
　特に、家畜育成センターの預託事業の確立や『ふぁーまっく』の建設、更には計根別
TMRセンターの建設等、営農支援事業の基礎を構築しました。
　また、金融の自由化、デフレ経済、TPP等と農協運営に厳しい情勢の中、健全経営を
維持し発展させてきた功績が高く評価され今回の受賞となりました。


